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パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
名
手

酒
井
多
賀
志
さ
ん
は
、　
一
九

九

一
年
よ
り
奄
美
島
唄
の
坪

山
豊
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
開
始
、
九
二
年
東
京

で
の
初
コ
ン
サ
ー
ト
以
来
共

演
を
続
け
、
九
八
年
以
降
は

毎
年
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
オ
ル
ガ
ン
を
ワ
ゴ
ン
車

に
積
ん
で
、
船
で
奄
美
の

島
々
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
を
行

っ
て
き
た
。
二
〇
〇
二
年
に

は

「奄
美
島
唄
と
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
の
出
会
い
十
周
年
」

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
東
京

・

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館
で
開

催
。
今
年
、
そ
の
ラ
イ
ブ
録

音
を
含
む
本
Ｃ
Ｄ
が
完
成
し

た
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
は
、
島
唄
と

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
異

色
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作

品
で
あ
り
、
確
実
に
奄
美
島

唄
の
歴
史
に
残
る

一
枚
に
な

る
だ
ろ
う
。

九
九
年
秋
の
夜
、
沖
永
良

部
島
で
酒
井
多
賀
志
さ
ん
の

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
聴
い
た

時
、
天
上
か
ら
降
り
注
ぐ
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
分
厚
い
音

に
圧
倒
さ
れ
た
。
振
動
す
る

空
気
に
揉
ま
れ
、
翻
弄
さ
れ

る
。
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
を

宗
教
的
悦
楽
と
呼
ぶ
の
か

も
？

持
田
明
美

中
世
か
ら
教
会
音
楽
を
奏

で
て
き
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

は
、
も
と
も
と
超
越
的
な
存

在

「神
」
を
感
じ
さ
せ
る
た

め
の
楽
器
と
い
っ
て
も
い

い
。　
一
方
、
島
唄
は
暮
ら
し

の
な
か
で
育
ま
れ
た
三
つ
の

絃
と
人
の
声
に
よ
る
、
風
や

木
々
の
ざ
わ
め
き
と
い
っ
た

自
然
に
限
り
な
く
近
い
も

の
。
草
木
虫
魚
に

「
カ
ミ

（霊
）」
が
宿
る
と
す
る
ア
ニ

ミ
ズ
ム
的
な
世
界
に
属
す

る
。
西
洋
と
東
洋
、
和
声
と

単
声
、
歴
史
も
表
現
方
法
も

対
極
に
あ
る
よ
う
な
ふ
た
つ

の
音
楽
が
ど
の
よ
う
に
融
合

す
る
の
か
？

「島
瞑
を
包
む
オ
ル
ガ
ン

の
響
き
が
、
緑
深
い
山
々
や

海
の
波
の
よ
う
で
、
結
構
い

い
感
じ
だ
と
思
い
ま
し

た
」
。
は
じ
め
て
坪
山
さ
ん

の
島
唄
と
共
演
し
た
と
き
の

印
象
を
酒
丼
さ
ん
は
こ
う
記

す
。
島
唄
に
は
人
々
の
祈
り

や
願
い
が
こ
め
ら
れ
、
霊
的

な
力
を
秘
め
る
。
そ
の
ミ
ク

ロ
コ
ス
モ
ス
を
包
む
オ
ル
ガ

ン
の
響
き
は
、
こ
自
身
ダ
一一］

う
よ
う
に
森
羅
万
象
め
ぐ
る

季
節
と
太
陽
や
月
の
運
行
、

宇
宙
の
律
動

（
マ
ク
ロ
コ
ス

モ
ス
）
を
聴
く
者
に
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
。

〇
二
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

拝
見
し
て
驚
い
た
の
が
、
音

圧
も
音
量
も
圧
倒
的
な
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
が
む
く
自
然

に
、
坪
山
さ
ん
の
唄
の
背
景

に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
だ

っ
た
。
島
唄
の
後
ろ
に
緻
密

な
幾
何
学
模
様
が
描
か
れ
て

い
く
よ
う
。
重
厚
な
音
の
振

動
に
身
を
ま
か
せ
る
と
、
宇

宙
的
な
律
動
に
身
体
が
同
調

し
、
異
界
へ
獲
わ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い

感
覚
も
覚
え
た
。

酒
井
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

オ
ル
ガ
ン
を
島
唄
に
合
わ
せ

て
い
る
の
か
。
「十
七
～
十

八
世
紀
に
盛
ん
だ
っ
た
通
奏

低
音
の
技
法
と
、
多
声
音
楽

の
作
曲
法

（対
位
法
）
で
す
。

島
唄
の
メ
ロ
デ
ィ
に
対
し

て
、
そ
れ
と
調
和
す
る
バ
ス

の
旋
律
を
創
作
し
て
重
ね
、

そ
の
間
を
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
整

え
、
さ
ら
に
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト

の
旋
律
を

一
声
加
え
る
と
、

極
め
て
自
然
な
サ
ウ
ン
ド
が

生
ま
れ
ま
す
」
（
解
説
よ

り
）。島

唄
の
旋
律
を
た
だ
な
ぞ

っ
た
り
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ

け
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
っ
た
く
別
の
旋
律
を
か
ら

ま
せ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
だ
。

イ
メ
ー
ジ
を
固
定

化
し
な
い
よ
う
和
声
の
つ
け

方
に
も
絶
え
ず
気
を
使
っ
て

い
る
の
が
、
演
奏
か
ら
も
伝

わ
っ
て
く
る
。

と
く
に
ラ
イ
ブ
録
音
の

「
綾
蝶
節
」
「
い
き
ょ
う
れ

節
」
は
、
臨
場
感
が
あ
っ
て

ス
リ
リ
ン
グ
。
「ヽ神
」
と
「カ

ミ

（霊
）」。
宇
宙
観
を
形
づ

く
る
核
は
ち
が
っ
て
も
、
島

唄
と
コ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
音

楽
に

「祈
り
」
と
い
う
通
奏

低
音
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を

・

気
付
か
さ
れ
た
。
島
唄
フ
ァ

・

ン
も
島
唄
に
な
じ
み
の
な
い

・

人
に
も
、
ぜ
ひ
お
薦
め
し
た

一

（シ
ー
サ
ー
ズ
）

Ｃ
Ｄ

『珊
瑚
礁
の
風
　
奄

美
島
唄
と
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
調
べ
』

島
唄
／
坪
山
豊
他
　
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
／
酒
井
多
賀
志

「綾
蝶
節
」
「や
ち
ゃ
坊

節
」
「稲
摺
り
節
」
「コ
イ
ス

ラ
節
」
「塩
道
長
浜
節
」
「嘉

徳
な
べ
加
那
節
」
な
ど
１３
曲

を
収
録
。
２
０
０
６
年
　
３

０
０
０
円
。
セ
ン
ト
ラ
ル
楽

器
、あ
ま
み
庵
に
て
発
売
中
。

問
い
合
せ
は
な
０
４
２

ｏ
６

３
７

・
１
３
４
５

（酒
井
多

賀
志
公
演
会
）
電
子
メ
ー
ル

一∽
”
Ｆ
”
”
０

一己
●
●
∽Ｆ
円目
・

”
Ｏ
Ｌ
「

酒
井
多
賀
志
　
日
本
の
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
奏
者
の
パ
イ

オ
ニ
ア
的
存
在
。
東
京
純
心

女
子
大
学
教
授
。
秋
田
聖
霊

女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講

師
、
カ
ト
リ
ッ
ク
吉
祥
寺
教

会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

バ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
島
唄
の
共
演
Ｃ
Ｄ

「
珊
瑚
礁
の
風
」

「祈り」を通奏低音に
奄美と西洋が融合
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オ
ル
ガ
ン
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べ
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